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人 口 ・ 面 積( 55. 6. 1)

世 帯　209, 817
人 口　626, 489
男　317, 031
女　309, 458

面積　53. 25km2
人口密度　11, 765 人/㎞2

昭和54年度
下 半 期

財
政
状
況
の
あ
ら
ま
し

区
民
の
み
な
さ
ん
の

要
望
の
強
い
も
の
を
重
点
に

本
区
財
政
の
実
態
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
に
、
財
政
状
況
の
公
表
を
年
に

二
回
(
十
二
月
こ
(
月
)
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
五
十
四
年
十

月
か
ら
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
(
昭
和
五
十
四
年
度
下
半
期
)

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

般

会
計

昭
和
五
十
四
年
度
予
算
は
、
前
回

公
表
(
区
の
耙
知
ら
せ
(
昭
和
五
十

四
年
四
月
五
日
号
)
し
ま
し
た
と
お

り
、
既
定
事
務
事
業
を
見
直
し
、
財

原
の
確
保
に
努
め
、
生
活
輿
境
の
整

備
、
義
務
教
育
施
設
・
社
会
福
祉
の

充
実
な
ど
、区
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

の
強
い
も
の
を
、
重
点
施
策
と
し
て

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
九
月
三
十
日
現
在

の
予
算
額
は
、
八
百
一
億
六
千
三
百

九
十
九
万
二
千
円
で
し
た
が
、
下
半

期
で
二
回
に
わ
た
り
予
算
の
補
正
を

行
い
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一

日
現
在
の
最
終
予
算
額
は
、
(
百
四

十
七
億
百
(
十
七
万
六
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
前
年
同
期
に
比
べ
る
と
、

四
十
二
億
九
千
百
二
十
二
万
六
千
円

の
増
、
伸
ぴ
率
は
五
・
三
%
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
は

表
1

、表
2

、図
1
の
と
お
り
で
す
。

表1　昭和54年度一般会計歳入予算執行状況 表2　 昭和54年度一般会計歳出予算執行状況

図1　
昭和

54年度一般会計予算執行状況

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

昭
和
五
十
四
年
九
月
三
十
日
現
在

の
予
算
額
は
、
百
六
十
二
億
六
千
七

百
二
万
円
で
し
た
が
、
下
半
期
に
療

養
給
付
費
を
中
心
と
す
る
補
正
を
二

回
行
い
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十

一
日
現
在
の
最
終
予
算
額
は
、
百
六

十
三
億
五
千
四
百
九
万
六
千
円
で
、

前
年
同
期
に
比
べ
十
九
億
二
千
九
百

五
十
九
万
六
千
円
の
増
、
一
三
・
四
%

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
の
執
行
状
況
は
、
図
2

の
と
お
り
で
す
。

図2
昭和54年度国民健康保険特別会計予算執行状況

( 注) ( 　　) は予算現貘に片する収入串、支出率

用
地
特
別
会
計

昭
和
五
十
四
年
九
月
三
十
日
現
在

の
予
算
額
は
、
二
億
五
十
万
円
で
し

た
が
、
下
半
期
に
一
回
補
正
を
行
い

昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在

の
最
終
予
算
額
は
、
一
億
七
千
六
百

六
十
五
万
七
千
円
で
、
前
年
同
期
に

比
べ
千
百
十
九
万
五
千
円
二
(

・
三

・
S
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
の
執
行
状
況
は
、
一
億

七
千
六
百
六
十
五
万
七
千
円
が
収
入

さ
れ
、
収
入
率
一
〇
〇
%

、
支
出
額

は
一
億
九
万
円
、
支
出
率
は
五
六
・

七
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
産
・
公
債
お
よ
び
一
時
借
入
金

□
区
有
財
産

区
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し

て
い
く
の
に
必
要
な
庁
舎
の
ほ
か
、

学
校
、
保
育
園
、
体
育
館
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
保
健
所
、
公
園
な
ど
の
土

地
・
難
物
お
よ
ぴ
株
券
や
基
金
な
ど

の
財
産
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
訳
は
、
表
3
の
と
お
り
で
す
。

表3　 区 有 財 産 の 現 況 □
公
債

昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現

在
に
お
け
る
区
債
の
総
額
は
、
二
百

三
十
五
億
二
百
四
十
四
万
七
千
円
で

そ
の
内
訳
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
総
務
債
…
五
億
七
千
五
百
三
十
万

円
▽
民
生
債
…
三
十
一
億
五
千
七
百
四

十
五
万
四
千
円

▽
環
境
衛
生
債
…
五
億
六
千
百
二
十

二
万
円

▽
土
木
債
:
一
七
十
億
五
千
二
百
四
十

二
万
(
千
円

▽
教
育
債
・
=百
二
十
一
億
五
千
六
百

四
万
五
千
円

□
一
時
借
入
金

支
払
資
金
に
一
時
的
不
足
が
見
込

ま
れ
る
と
き
、
そ
の
不
足
を
補
う
た

め
に
市
中
銀
行
な
ど
か
ら
借
入
れ
る

資
金
で
「
年
度
内
の
収
入
を
も
っ
て

返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
借

入
限
度
額
は
予
算
の
な
か
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
限

度
額
は
、
一
般
会
計
で
十
五
億
円
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
三
十
億

円
で
す
。

下
半
期
の
借
入
実
績
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
で
都
支
出
金
の
交

付
が
遅
れ
た
た
め
、
医
療
費
の
支
払

資
金
に
不
足
を
生
じ
る
見
込
み
と
な

っ
た
の
で
、
二
回
に
わ
た
り
合
計
二

十
二
億
円
の
借
入
れ
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
会
計
で
は
借
入
れ
の

実
嘖
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
予
算
に
関
す
る
く
わ
し

い
内

容

は
、
予
算
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。(
掲
載
の
表
お
よ
ぴ
図
は
、

す
べ
て
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一

日
現
在
の
も
の
で
す
》

繰
越
予
算
の
執
行
状
況

昭
和
五
十
三
年
度
予

算
の

う

ち
、
昭
和
五
十
四
年
に
練
り
越
さ

れ
た
予
算
は
ご
二
事
業
一
億
六
千

九
百
四
十
五
万
五
千
円
で

、
そ
の

執
行
状
況
は
、次
の
と
お
り
で
す

。

環
境
衛
生
費
　
▽
予
算
額
・・・四
千
(

十
万
円

▽
支
出
額
・・・
二
十

六
万
円

▽
支
出
率
…
〇
・
六
%

土
木
費
　
▽
予
算
額
・
支
出
額
・・一

一
億
二
千
(
百
六
十
五
万
五
千

円

▽
支
出
率
=
・
一
〇
〇
%

な
お
、
支
出
率
は
合
わ
せ
て
七

六
・
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
執
行
委
任
予
算

こ
の
予
算
は

、
都
の
募
務
事
葉

の
一
部
を
都
知
事
か
ら
区
が
委
任

を
受
け
て
執
行
し
て
い
る

も
の

で

、
そ
の
主
な
も
の
は
、
区
立
小

中
学
校
教
職
員
の
給
与
費
、
失
業

対
策
事
業
費

、医
療
助
成
費
等
で

、

執
行
委
任
額
お
よ
ぴ
執

行
状

況

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

執行委任額および執行状況

区
民
負
担
・
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
推
移

区民税負担のうつりかわり

( 注) 3月末日㎜が衂罠觀翼定額を。敝譁闌8
口 月l l ) 現在の足立区世帝人l 訓による・
世儖・八口で除L たものである。

区民サービスのうつりかわり

( 注) 一般会計最終予算額を, 翌年度4 月1 日現
在の足立区世帯人口輿による世帯 一人口数
で除したものである。
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親
子
で
す
ご
そ
う

夏
の
ひ
と
と
き

親
子
施
設
見
学
会

今
年
も
夏
休
み
に
、
親
と
子
か
一

緒
に
参
加
で
き
る
施
設
見
学
会
を
衍

い
ま
す
。

地
下
鉄
綾
瀬
工
場
や
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
楽
し
い
一
日
そ

親
子
で
お
過
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
七
月
ニ
ト
二
日
(
火
)
・
一

十
三
日
(
水
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
親
子
(
了

供
は
小
学
生
一
人
に
限
り
ま
す
)

コ
ー
ス
　
葛
西
用
水
ち
び
っ
子
釣
り

場

、地
下
鉄
綾
瀬
工
場

、総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー

定
員
　

各
日
と
も
ト
ニ
組
(
二
十
四

名
)

申
込
方
法
　

電
話
で
広
報
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
　

七
月
斤
目
?
几
H
(

五

日
は
正
午
ま
ご

参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち
ら

で
用
意
し
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

ハ
ッ
ス
ル
親
子
体
力
づ
く
り
教
室

楽
し
み
に
し
て
い
る

夏
休
み
も
、
も
う
す
こ
し

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
表

の
と
お
り
夏
休
み
(

。ス
ル
親
子
体

力
づ
く
り
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

あ
な
た
も
、親
子
の
ス
キ
ン
シ
y

プ
と
健
康
・
休
力
づ
く
り
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
合
ユ
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
(
〒
Ⅲ
東
保
木
問
ニ
ー

二
七
-
一

　
(
五
九
-
(

二
一

一
)

別表

保
健

胃
の
検
診

対
象
　
区
内
在
住
の
両
三
卜
瓦
歳
以

上
の
方
で

、
過
去
一
年
以
内
に
胃

の
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

検
診
日
　
(

月
十
万
日
・
二
十
一・

場
所
　
東
京
都
か
ん
検
診
セ
ン
々
1
(

御
茶
の
水
駅
下
愚

定
員
　
き
日
と
も
四
卜
名

費
用
　
無
料

※
注
意
事
項
　
▽
胃
の
手
術
を
し
た

方
や
胃
病
で
冶
療
中
の
方
は
検
診
で

き
ま
せ
ん

・▽
妊
娠
し
て
い
る
方
ま

た
は
「

妊
娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

方
は
検
診
を
避
け
て
く
だ
さ
い

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
区
区
内
在
住
の
満
三
十
歳
以
上

の
女
性
の
方
で
、
過
去
一
年
以
内

に
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な

い
方

日
時
・
場
所

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
・・・
(

月
の
毎
週
金
曜
日
(
各
ニ
ト
瓦

名
)

▼
東
京
都
検

診
が
ん
セ

ン
タ
ー
・
=八
月
十
一
囗
(
ご・
十
五

名
)
・
十
二
囗
(
三
十
五
名
)
・

上
二
日
(
五
十
四
名
)
・
十
四
日

(
四
十
名
)
・
十
(
日
(
四
十
名
)

費
用
　
無
料
(
精
密
検
査
か
必
要
な

場
合
は
自
己
負
担
に
な
り
・ま
す
)

※
注
意
事
項

生
理
巾
の
方
や
噛
人

科
医
で
冶
療
中
の
方
は
検
診
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
期
間
　
い
ず
れ
も
、七
月
五
日
～

ヤ
ー
日
(
当
日
消
印
有
効
)

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
。
往
復
(
ガ

キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
多
数
の
'場
合
は
、
抽
選

を
行
い
ま
す
。
ま
た
胃
の
検
診
の
場

合
は
希
望
日
以
外
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
な
お
、
一
枚
の
(
ガ
キ
で

胃
の
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先
　

い
ず
れ
も
、
保

健
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
1伊
興
町
前
沼

一
一
五
七
上
(

　
(
五
五
～
四

一
五
一
)

ハガキの記入例

j ' - l : iか ん検診の場 合: j
「|'・l :・iかん検診希91 」と
「 希9 検& 鳩所」のこっ を' 1 く

犬
の
登
録
と

予
防
注
射
を

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は
犬
の
登
録
(
毎
年
一

回
)
と
、
予
防
注
射
(
毎
年
春
と
秋

に
一
回
づ
つ
)
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
飼
い
主
の
方
で
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
か
ま
だ
済
ん
で
い

な
い
方
は
、
早
急
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
か
死
亡
、
ま
た
は
失
そ
う

し
て
、現
在
飼
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

区
役
所
、
ま
た
は
出
張
所
で
廃
犬
の

手
続
き
そ
し
て
く
だ
さ
い
。

な
あ
、
登
録
お
よ
ぴ
予
防
注
射
な

ど
の
手
晄
き
は
火
の
と
お
り
で
す

。

登
録
先
　
衛
生
係
、
ま
た
は
出
張
所
(

手
数
料
千
五
胃
円
)

予
防
注
射
　
最
寄
り
の
開
業
獣
医
師

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

注
射
済
票
交
付
　
保
健
所
で
受
け
て

く
だ
さ
い
(
手
致
料
Ξ
百
円
、
獣

医
師
の
注
射
済
証
明
卉
を
持
畛
し

て
く
だ
さ
い
)

問
合
せ
先
　
保
健
所
、
ま
た
は
衛
生

系動
物
の無

料
健
康
相
談

期
日
・
場
所

□
足
立
保
健
所
管
内
　
▼
七
月
じ
冂
(

月
)
・
=中
央
本
町
保
健
相
談
所
(

旧
足
立
保
健
所
)

、
元
渕
江
公

園
西
口
(
保
木
間
二
丁
目
)

、
ジ

ャ
ン
ボ
ゴ
ル
フ
場
の
駐
瞋
場
(
舎

人
町
)

▼
七
月
(
口
(
火
)
・・・

第
十
一
出
張
所
(

梅
島
二
丁
目
)
、

ラ
y
キ
ー
レ
ー
ン
駐
車
場
(
西
新

井
栄
町
一
丁
目
)

、
足
立
保
健
所
(

伊
興
町
前
沼
)

□
千
住
保
健
所
管
内
　
▼
七
月
(
日
(

火
)
・
=千
住
旭
町
公
園

牟

住

旭
町
)

、
北
綾
瀬
駅
南
口
し
I
つ

ぶ
沼
公
園
内
(
谷
中
二
丁
目
)

▼
七
月
九
日
(
水
)
・・・
北
鹿
浜
父

通
公
園
(

鹿
弓
う
r
目
)

、
千
住

保
健
所
(
千
佐
仲
町
)

時
間
　
い
ず
れ
も
、午
後
一
時
ご
吊

分
～
三
時
三
十
分
(
雨
天
で
も
行

い
ま
す
)

内
容
　
勳
物
の
飼
い
方
・
健
康
相
談

相
談
担
当
　
默
医
師
会
足
立
支
部

問
合
せ
先
　

足
立
保
健
所
(

　
(
沢

五
i
四
一
五
一
)
、
千
僅
保
健
所
(

　
(
(
(
-

四
二
七
七
)

※
な
お
、
会
場
で
は
、
春
の
定
期
狂

犬
病
予
防
江
射
の
済
ん
で
い
な
い
犬

の
注
射
(
有
料
)
も
行
い
ま
す
。

家庭の日パレード
ご家族でご参加くださ

い 区
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
っ
て

、

毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日

」
と
定
め
親

子
の
対
話
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少

年
の
健
全
育
成
は
、
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て

考
え
、
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

毎
月
二
十
日
を

資

少
年
健
全
育
成
の
日

」
と

定
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
青
少
年
の
健
全
育

成
に
対
す
る
認
識
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
「
家
庭
の
日
」設
置
を
記
念
し
て
、

次
の
と
お
り
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す

。
皆
さ
ん

お
誘
い
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

日
時
　
七
月
二
1
-
一
口
(
月
)
午
前
九
時
三

十
分

コ
ー
ス
　
竹
の
塚
小
～
保
木
閧
小

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

ご
存
知
で
す
か

自
転
車
安
全
整
備
士
制
度

昨
年
都
内
で
発
生
し
た
自
転
市
に

よ
る
交
通
事
故
は
六
、
茫

宍

件
に

の
ぽ
り
、
全
休
の
交
通
事
故
件
数
の

二
〇
%
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
故
は
、
乗
る
人
の
八
-
ル
無
視

や
マ
ナ
ー
の
低
調
さ
か
原
因
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
、
数
多
く
兄
う
け
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
ブ

レ
ー
キ
な
ど
の
整
備
不
良
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
も
の
か
、
特
に
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
皆

さ
ん
に
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
「
自
転
雎
安
全
整

備
士
制
度
」
か
で
き
ま
し
气

こ
の

制
度
は
、
自
転
車
に
乗
る
時
は
整
備

さ
れ
た
自
転
車
に
乗
る
こ
と
を
義
務

づ
け
、
ま
た
、
自
転
車
の
点
検
整
備

を
衍
う
時
に
必
要
な
指
導

や一
実

施

し
。
自
転
車
交
通
事
故
を
な
く
す
の

に
効
果
的
で
す
。

な
お
、
自
転
車
安
全
整
備
店
で
整

備
ふ
。
-
受
け
る
と
、
T
S

マ
ー
ク
そ
>自

転
車
に
貼
付
さ
れ
ま
す
。

◎
自
転
車
安
全
整
備
士
と
は

一
定
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
方

で

、
現
在
使
用
し
て
い
る
普
通
自
転

車
の
点
検
盤
備
と
、
店
頭
で
安
全
な

乗
り
方
を
揩
4
す
る
人
で
す
。

◎
自
転
車
安
全
整
備
店
と
は

自
転
車
安
全
整
備
士
の

い
る
店

で

。登
録
を
受
け
た
店
を
い
い
ま
す
。

◎
T
S

マ
ー
ク
と
は

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ー
セ
イ
フ
テ
ィ
マ

―
ク
(
交
通
安
全
の
し
る
し
)
の
略

で
、
自
転
車
安
全
整
備
士
店
で
整
備

士
か
、
点
検
整
備
基
準
に
合
致
し
て

い
る
と
認
定
し
た
場
合
に
、
自
転
車

に
貼
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、T
8
マ
ー
ク
に
は
、
年
月
日
を

記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

整
備
不
良
の
自
転
車
に
乗
っ
て
思

わ
ぬ
車
故
に
合
わ
な
い
よ
う
、
少
な

く
と
皇
(
ヵ
月
に
一
度
は
点
検
整
備

を
受
け
、整
備
さ
れ
た
自
転
車
に
乗

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、信
号
無
視
・
横
道
か
ら
の

飛
び
出
し
、左
折
す
る
車
と
の
接
触

な
ど
、自
転
車
の
交
通
半
故
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
左
記
の
絵
は
、
事

故
原
因
の
多
い
中
の
一
部
を
あ
げ
て

み
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、区
内
警
察
署
、
ま

た
は
区
役
所
交
通
安
全
係
へ
。

みんなで自転車事故を防止しよう

( 1)左折 する大 型車と

一緒に スタ ートする
のは危 険O( 運 転車
の死角 に入 る)

( 2)車の前を 急に 曲
る、友人とふざけて
いるときなどに多い

問横道からのとぴ出
し、特に友人と競走
などしているときが
多い。

弓
道
コ
ー
ス
実
施
中

日
時
　
一
(
月
大
日
ま
で
の
毎
週
火

曜
日
、午
後
六
時
?
(
叫

定
員
　
三
丿
名

対
象
　
十
五
歳
以
上
の
初
心
者

費
用
　
各
回
二
百
円

く
わ
し
く
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
々
-
(
　
六
友
九
-
(
二
一

二
へ
・

水
洗
化
が

可
能
と
な
り
ま
し
た

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工

事
か
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
、こ
の
た
び
、次
の
地
域
の
工
事

終
了
に
と
も
な
い
水
洗
化
か
可
能

と
な
り
ま
し
た
の
で

、
こ
の
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
三
年
以

内
に
水
洗
化
の
工
事
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

水
洗
化
可
能
地
域
　
足
立
一
丁
目

二
六
・
二
九
の
一
部

供
用
開
始
年
月
日
　
六
月
二
十
五

問
合
せ
先
　
下
水
選
局
小
菅
支
所
(

　
六
〇
二
-
(
(

二
二
)

、

ま
た
は
区
役
所
下
水
道
課
(

　

八
八
九
-

六
一
六
一
)
へ

下水を排除および処璢すぺき区域ならぴ|二公共下水道
亀設位置図世

論
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

ご
協
力
を

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
区
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
世
論

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
七
月
十
四
日
ま
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
社
団
法
人
新
情
報
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
て
お
り
、対
象

に
な
っ
て
い
る
方
の
お
宅
へ
調
査

員
か
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
の

で
。よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

《
広
報
課
》

子
供
の
心
と
体
の
健
康

―
消
費
者
教
室
―

私
た
ち
の
生
活
様
式
は
、
テ
レ

ビ
の
普
及
、
食
品
の
イ
ン
ス
タ
ン

ト
化
等
に
よ
り

。
大
き
く
変
化
を

し
て
き
ま
し
た

。

そ
の
中
で
、
次
代
を
担
う
子
供

の
健
康
・
精
神
・
人
格
形
成
に
大

き
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と

が
問
麗
と
さ
れ
て
い
ま
す

。

そ
こ
で
、
左
表
の
日
程
に
よ
り

消
費
者
教
室
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
十
時
?
正
午

場
所
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

定
員
　
五
十
名

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン

タ
ー
<
千
住
仲
町
三

　
(
七

〇一
一
三
九
一
)



区 の お 知 ら せ第513 号( 3)

福祉の充 実を
め ざし て

福祉事 業 案内

区 では 身体のご不自由な方、お年寄りの方 、

入院費や看護料の支払の困難な方 の援助、また

仕事 、病気など で、子供の面 倒が みられない方

を対 象にした保育事業など、豊か で、健全な暮

しをめざしつつ、いろいろな福 祉事業をしてい

ます。

身
体
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
の

ご
利
用
を

身
体
障
害
者
の
方
が
タ
ク
シ
ー
に

乗
る
場
合
、
割
引
料
金
で
乗
れ
る
福

祉
タ
ク
シ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

対
象
　
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
で
三

級
以
上
お
よ
び
、
視
力
障
害
で
I

級
の
方

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
　
「ち
I
つ

ち
ん
」
・
「
か
た
つ
む
り
」
マ
ー

ク
の
佃
人
タ
ク
シ
ー
、
「
青
地
に

白
の
身
障
マ
ー
ク
」
を
助
手
席
に

つ
け
て
い
る
タ
ク
シ
ー
、
車
体
に

『
市
松
横
様
の
ラ
イ
ン
』
か
入
っ

て
い
る
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
交
付
　
一
人
に
つ
き
月
四

枚
ま
で
(

乗
車
の
際
料
金
か
ら
三

百
(
十
円
割
引
か
れ
ま
す
)

申
請
に
必
要
な
も
の
　
身
体
障
害
者

手
帳
、
住
所
が
確
認
で
き
る
証
明

書
、
印
か
ん

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

係

利用できる
タ ク シ ーは

ちょうちん青地に白の
身障マーク

市松模様のラインかたつむり

見
舞
金
を

ど
う
ぞ

生
活
保
護
受
給
世
帯
へ

区
で
は
七
月
一
日
現
在
、生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
見
舞
金
を

差
し
あ
げ
ま
す
。

支
給
金
額
　

】人
世
帯
は
二
千
(
百

円
、
二
人
世
帯
は
三
千
九
百
円
、

三
人
世
帯
は
五
千
百
円
、四
人
世

帯
は
六
千
三
百
円
、
五
人
以
上
の

世
帯
は
七
千
七
百
円
を
支
給
し
ま

す
。た
だ
し
、単
身
入
院
世
帯
は

二
千
百
円
で
す

支
給
方
法
　
(
月
三
日
に
各
個
人
の

預
金
口
座
に
振
込
み
ま
す

※
な
お
、
保
護
費
を
口
座
振
替
に
し

て
い
な
い
方
に
は
、(
月
の
な
か
ぱ

ご
ろ
、
各
福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
お

渡
し
す
る
よ
う
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
民
生
係

身
体
障
害
者
に自動

車

燃
料
費
を
助
成

身
体
障
害
者
の
方
が
自
分
の
自
動

車
を
運
転
し
、
通
勤
・
通
院
等
に
使

用
し
た
場
合
、
燃
料
費
の
一
都
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
　
区
内
に
住
所
か
あ
り
、
自
動

車
税
お
よ
び
、
軽
自
助
車
税
を
減

免
さ
れ
て
お
り
、
障
害
の
程
度
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
体
幹
機
能
障
害
お
よ
ぴ
、
内
部
障

害
で
三
級
以
上

▽
下
肢
機
能
障
害
で
四
級
以
上
の
方

申
冊
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
、自
動
車
運
転

免
井
証
、自
動
車
検
査
証
、住
民
票

の
写
し
(
本
人
の
み
)
、本
人
名
儀

の
積
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)

自
動
車
税
等
の
減
免
を
証
す
る
も

の
(
身
体
障
害
者
手
帳
に
表
示
)

助
成
額
一
リ
y
ト
ル
に
つ
き
四
十

円
と
し
、一
ヵ
月
五
十
リ
ヴ
ト
ル

を
限
度
と
し
た
金
額
(
最
高
二
千

円
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

係交
通
災
害

見
舞
金
の
支
給

心
身
障
害
者
が
交
通
事
故
に
よ
り

災
害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
災
害
の

程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。

対
象
　
区
内
に
住
所
が
あ
り
、義
務

教
育
終
了
者
か
ら
六
十
九
歳
ま
で

で
、障
害
の
程
度
か
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
▽
身
体
障
害

者
手
帳
一
～
三
級
▽
愛
の
手
帳

一
～
二
度
▽
脳
性
マ
ヒ
、進
行

性
筋
萎
縮
症
の
方

申
請
期
間
　
交
通
事
故
に
あ
っ
て
か

ら
二
年
以
内

申
請
に
必
要
な
も
の
　

身
体
障
害
者

手
帳
、ま
た
は
愛
の
手
帳
、警
察
の

事
故
証
明
一

、医
師
の
診
断
書
、ま

た
は
死
体
検
案
書
、
住
民
票
そ
の

他
、
事
故
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

他
に
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
係

新
し
い
(
寿
)
(
福
)

老
人
医
療
証
は

届
き
ま
し
た
か

七
月
一
日
で
老
人
医
療
証
が
切
″

え
に
な
り
ま
し
た
。

新
ら
し
い
医
療
証
が
、
届
か
な
い

方
は
係
ま
で
問
い
合
せ
わ
て
確
認
ふ

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
方
に
は
医
療
証
は
心

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
社
会
保
険
の
被
保
険
者
(
本
人
)

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▽
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

▽
前
年
の
所
得
か
所
得
制
限
額
を
超

え
て
い
る
方

※
受
診
の
際
は
、医
療
機
関
へ
必
ず

医
療
証
と
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
医
廉
助
成
係

( 寿) 所得制限額表

(福)

所得制限額表

※
L
段
は
叫
得
金
額
。
下
以
は
収
・へ
金
頽
。

道
路
現
況
平
面
図
の

作
成
の
た
め
に

身
分
証
明
書
を
挑
行
し
た
従

事
者
か
、
民
有
地
に
立
ち
入
っ

て
作
業
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
道
路
台
帳
係

ひろば
専
門
学
校

各
種
学
校

進
学
相
談
会

日
時
　
七
月
十
二
日
(
土
)
、正
午
～

四
時
三
十
分

場
所
　
足
立
区
産
糞
振
興
館

対
象
　
高
校
生
お
よ
ひ
父
母
、
一
般

の
方
も
可

問
合
せ
先
　
昭
栄
広
報
　
二
六
五

-
五
〇
七
一

お
と
な
の
た
め
の

卓
球
ク
ラ
ブ

日
時
　
七
月
七
日
(
月
)
・
十
三
日
(

日
)
・
二
十
一
日
(
月
)
・
二

十
(
日
(
月
)
、
午
後
六
時
三
十

分
～
九
時

場
所
　
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

対
象
　
二
十
歳
以
上
、
初
心
者
も

可
問
合
せ
先
　
長
谷
都

　
(
(
一一

九
〇
六
五

区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
夕
べ

日
時
　
七
月
十
七
日
(
木
)
・
三
十

一
日
(
木
)
、午
後
六
時
三
十
分
?

九
時

場
所
　
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

対
象
　
十
六
歳
以
上
、
初
心
者
歓
迎

参
加
費
　
無
料

※
上
履
き
用
還
勦
靴
持
参

問
合
せ
先
　
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連

盟

　
(
(
一
上
(
○
六
五

投
稿
規
定
　
▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、行
事
、催
し
も

の
、講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼
(
ガ

キ
ま
た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内
▼
住
所
、氏
名
、

団
体
名
、電
話
番
号
、費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明

記
▼
営
利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可

▼
掲
載
、
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
▼
締
切
り
は

発
行
日
の
一
ヵ
月
前
▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ

ん
投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(〒
1
2
0
千
住
一
-
五
〇
)

年
金
は
老
後
の
心の
さ
さ
え

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、将
来
、
年
金
を
受
給
す

る
と
き
、不
利
に
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

五
圭
二年
四
月
、
五
月
、
六
月
分

の
保
険
料
は
、
五
十
五
年
七
月
三
十

一
日
を
過
ぎ
る
と
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
確
か
め
て
納

め
忘
れ
の
保
険
料
は
、
す
ぐ
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
書
が
お
手
も
と
に
な

い
方
は
、
再
発
行
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
検
認
係

保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
方
へ

経
済
的
な
事
情
で
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
な
方
、生
活
保
護
法
に

よ
る
生
活
扶
助
等
を
受
け
て
い
る
方

は
、
保
険
料
の
免
除
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す

と
、将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

手
続
　
印
か
ん
、年
金
手
帳
を
ご
持

参
の
う
え
年
金
課
、
ま
た
は
出
張

所
へ
申
謂
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
記
録
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
2
)

秀
吉
の
時
代
の
刀
狩
り
謇
検
地

を
う
け
つ
い
だ
徳
川
幕
府
は
、
士

・
農
・
エ
・
商
と
い
う
身
分
と
職

業
に
よ
る
上
下
の
へ
だ
て
を
つ
け

る
制
度
を
あ
み
だ
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
こ
の
身
分
制
度
に
よ
る
分
裂

支
配
政
策
を
固
め
る
た
め
に
、「
え

た

」
「
ひ
に
ん
」
と
い
う
身
分
を

お
い
た
の
で
す
。

農
業
の
か
た
わ
ら
、
神
社
や
寺

院
の
行
亊
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た

人
ぴ
と
と
か
「
皮
革
工
芸
の
仕
事

と
し
て
い
た
人
ぴ
と
、
そ
の
他
自

由
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
人
ぴ

と
が
、
低
い
身
分
に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
の

居
住
地
を
制
限
し
、
住
居
の
移
転

を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

っ
き
り
と
他
と
の
区

別
を
つ
け

て
、
差
別
を
徹
底
し
よ
う
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
ま
で
残
さ

れ
て
い
る
部
落
差
別
の
は
じ
ま
り

で
あ
り
、
一
定
の
地
域
と
か
、
住

所
と
か
、
土
地
に
ま
つ
わ
っ
て
固

定
化
さ
れ
た
差
別
の
は
じ
ま
り
で

す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
を
、
現
在

一
般
に
「
未
解
放
部
落
」
。ま
た
は
。

「
被
差
別
部
落

」
と
い
う
い
い
方

を
し
て
い
ま
す
が
、行
政
で
は
「
同

和
地
区
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
「
え
邑
「
ひ
に
ん
」の
二
つ

の
身
分
が
、
ど
の
時
期
に
は
っ
き

り
と
法
的
に
き
め
ら
れ
た
か
は
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徳
川
幕

府
か
M
か
れ
た
十
七
世
紀
の
は
じ

め
に
し
だ
い
に
整
え
ら
れ
、
各
地

の
城
下
町
や
農
村
な
ど
で
身
分
の

固
定
化
が
お
し
す
す
め
ら
れ
、
十

七
世
紀
の
終
り
ご
ろ
に
は
、
検
地

帳
や
宗
門
帳
な
ど
で
、
は
っ
き
り

区
別
し
て
記
職
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
法
制
的
に
も
公
的
な
も
の
と

し
て
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

十
(
世
紀
に
は
い
り
、
重
い
年

貢
と
苦
し
い
生
活
に
よ
る
農
民
の

不
膺
が
高
ま
る
と
、
支
配
者
は
そ

れ
を
そ
ら
す
た
め
に
、
同
和
地
区

の
人
び
と
に
対
す
る
差
別
を
強
化

し
ま
し
た
。
職
業
の
制
限
、神
社
・

寺
院
の
行
事
か
ら
の
除
外
・
入
会

権
や
水
利
権
の
制
限
、
通
辯
の
禁

止
、と
き
に
は
衣
服
や
髪
形
ま
で

、

農
民
や
町
人
と
変
っ
た
も
の
に
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
部
落
差
別
は
自

然
に
で
き
た
の
で
は
な
く
、
支
配

者
の
政
策
に
よ
り
、
つ
く
ら
れ
た

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す

。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

足
立
区
中
小
企
業

融
資
の
お
知
ら
せ

足
立
区
で
は
左
記
の
と
お
り
申

小
企
業
向
け
の
あ
っ
せ
ん
融
資
を

行
っ
て
い
ま
す
。

資
格
要
件
　
区
内
に
住
所
を
有

し
、(
法
人
に
あ
っ
て
は
主
だ

る
事
務
所
)
同

】事
業
を
同
一

場
所
で
一
年
以
上
行
っ
て
い
る

こ
と
(
新
し
く
事
業
を
始
め
る

方
、
転
業
・
移
転
さ
れ
る
方
・

資
金
使
途
の
明
確
で
な
い
方
は

除
き
ま
す
)

※
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
事
業
主

か
、
経
理
の
わ
か
る
方
が
、
直
接

申
し
込
み
用
紙
を
取
り
に
窓
口
ま

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

運
転
資
金

融
資
金
額
…
三
百
万
円
以
内

融
資
利
率
…
年
利
(
%
以
下

返
済
期
間
…
云
以
司
『
t
t

お
き
六
か
月
含
む
)

設
備
資
金

融
資
金
額
…
四
百
万
円
以
内

融
資
利
率
…
年
利
(
%
以
下

返
済
期
間
…
五
年
以
内
(
す
え

お
き
六
ヵ
月
含
ひ
)

公
害
防
止
施
設
整
備
資
金

融
資
金
額
・
・
三
百
万
円
以

ゆ
ゆ
賢
利
一
年
利
(
%
以
下

返
済
期
間
…
五
年
以
内
(
す
え

お
き
六
ヵ
月
含
む
)

利
子
補
給
…
全
額
区
負
担

※
保
証
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て

東
京
携
用
保
証
協
会
の
保
証
を
必

要
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
運
転
資
金
・
般
備
資

金
に
つ
い
て
は
商
工
係
、
公
客

防
止
施
設
整
備
資
金
に
つ
い
て

は
環
境
課
管
理
係

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

心
身
障
害
児
就
学
相
談

来
年
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
予
定
の
お
子
さ
ん
で
、
心
身
に

な
ん
ら
か
の
障
客
の
あ
る
方
に
つ

い
て
の
就
学
相
談
を
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

こ
の
就
学
相
談
は
、
お
子
さ
ん

の
佃
性
に
合
っ
た
教
育
を
行
う
た

め
の
も
の
で
す
。

対
象

▽
来
年
四
月
に
小
学
校
入
学
の
予

定
者
で
、
心
身
に
な
ん
ら
か
の

障
害
の
あ
る
区
内
在
住
の
児
童

▽
現
在
小
学
六
年
生
で
、来
年
四

月
に
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護
学

校
(
中
学
部
)
ま
た
は
、
区
立

中
学
校
心
身
障
害
学
級
へ
進
学

を
希
望
す
る
児
童

▽
現
在
小
・
中
学
校
に
在
学
中
で

心
身
障
害
の
状
態
の
変
化
等
に

よ
り
、
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護

学
校
、
ま
た
は
区
立
心
身
障
客

学
級
へ
転
学
を
希
望
す
る
児
童

お
よ
び
生
徒

申
込
受
付
期
間
　
七
月
一
日
?
(

月
二
十
五
日

申
込
方
法
　
一
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
案
内
書

等
を
送
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ

ー
内
教
育
相
談
室
(
竹
の
塚
二

二
五
-
二
一

　
(
五
九
-
九

五
三
一
)

家
屋
等
を

新
築
・
改
築
さ
れ
る
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
地
区
内
に
家

屋
等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方
は
、

住
居
表
示
に
よ
る
往
居
番
号
(
住

所
)
を
付
け
る
た
め
の
届
出
が
必

要
で
す
。

こ
の
届
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

正
し
い
住
所
と
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
転
入
届
(
住
民
登
録
)
が
で

き
ま
せ
ん
。

届
出
に
は
、
建
築
確
認
通
知一

と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係
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区
で
は
い
ろ
い
ろ
な
催
物
や

募

集

を

行

っ
て

い

ま

す

第三回足立区

少年釣り大会

日
時
　
(
月
十
日
(
日
)
午
前
七
時
～
正
午
(
小
雨
決
行
)

場所
　葛西用水
ちびっ子
釣
場
(

六木四
上二
、亀有駅前から六

木団地行
バス終点下車五分
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
小
学
三
年
生
～
中
学
三
年
生

定員
　三百名
(先着順
)

参加費
　無料

持参用具
　釣り具
、エサ
等は
各

自で
持ってくるこ
と

賞
　
小
・
中
学
生
と
も
、
一
位
?
五
位
に
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
、
ま

た
、参加
者全員に
参加賞を差

し
あけます

主催
　足立区
、区教育委員会
、

区釣魚連合会

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
「
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

うえ
、申し込んでください

申込・
問合せ先
　体育課
(〒120

千
住一
i五〇
)

抽選会場の変更

七月の野球場・
庭球場の

抽選会場は
、都合により産

業振興館に変更します
。

ラジオ体操大会

日
時
　
七
月
二
十
日
(
日
)
午
前
六
時
?
七
時

場所
　千住新橋グランド
(雨天

の場合は
、千寿第三小学校体

育館
)

対象
　どなたでも参加できます

問合せ先
　足立区ラジオ体操連

盟
(大原正雄
　
(八七
-○

三二九
)、または体育課

み
ん
な
で
つ
く
る
青
年
教
室

この
教室は
、あなたの
サーク

ルとあなたの
地域の
青年
が一
緒

になって「
レクリエー
ジ
'ン活

動や学習活動を計画し、実施す
'

るものです。

また、これらの教室に教育委

員会では、会場のあっせん、賢

料・
教材の提供、講師の紹介・

謝礼の負担、助言・
指導等を行

います。
対象
　区内
在住・
在動の
青年団

体
(サークル
)、およびこ
れか

ら作ろうとする青年の
集まり

問
合せ先
　青少年係

青年サークルへ

講師を派遣

区では
、青年サークル
(グル

ープ
)等の充実をはか
るた
め

に
、青年サ
ークルが行う自主的

学習会・
講習会に講師を派遣し

ます
。

対象
　区内の青年サークルおよ

ぴグルー
プ

助成内容
　一団体につき講師一

名
(九千円以内
)

申込方法
　申込書
(青少年係、

青年館にあります
)に記入の

うえ、申し込んでください

問合せ先
青少年係

栄
養講習
会

高血圧・
肥滴予防の食生活に

ついての講習会を行います。お

気軽にご参加ください。

日
時
　
七
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分～
三
時
三
十
分

場所
　足立保健所栄養室

内容
　▽何をどれだけ食べれば

良いか
▽食べ物と塩分につ

いて
▽調理実演

定員
　三十名

費用
　無料

申込方法
　電話による予約制

申込・
問合せ先
　足立保健所予

防課栄養指導担当
　
(五五
-

四一
五一

勤労青少年寮入寮者

区では、次の要領で入寮者を

募集しています。

資
格
　
▽
澳
十
五
歳～
二
十
三
歳
の
単
身
男
子
▽
都
内
中
小
企
葉
に

勤務する方で、申し込み前三

ヵ
月の平均月収が十五万円以

下であること
▽従業員寮が

ないか、あっても入寮できな

い状況にあ唇こと

募集人員
　五十名

寮の所在地
　足立区千住桜木二
i

一五
-一
-一〇一

使用料
　月額三千七百円
(ただ

し、電気料は実費負担
)

申込方法
　申込用紙
<経済課、

動労青少年寮にあります
)に

肥入のうえ、申し込んでくだ

さい
申込・
問合せ先
　商工係

幼児家庭教育学級

この
学級は、幼児に
集団の場

での
協調性の芽を
育て、
保護
者

には、より
豊かな家庭
教育の
た

めの知識
を・吸収して
い
ただくた

めのものです。

まだ余裕がありますので、ご

希望の方はお気軽にお申し込み

ください。

対
象
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
?
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ

で、現在、幼稚園・
保育園に

就園していない幼児とその保

護者
場所
　区立溯江小学校
(西保木

間一
-一〇
-三
)

募集人員
　若干名

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
幼
児
の
名
前
・
生
年

月日を記入のうえ、申し込ん

でください。

申込・
問合せ先
　幼児教育係

(〒
120千
住一
-五〇
)

特別区職員

足立区職員を

募集します

特
別
区
職
員

□保健婦
(大学卒程度
)

試
験
日
　
十
月
十
二
日
(
日
)

受験資格
　昭和十一
年四月二日

から昭和三十四年四月一
日ま

でに生まれた者で、保健婦の

免許を有する者
(取得見込み

の者を含む
)

申込方法および申込期間
　表
m

のとおり

□短
大卒程度・
高校卒程度

試
験日
　十月十二日
(日
)

受
験資格
　▼
短大
卒程度
(事務
)

・・・学歴
を問わず昭
和三十二年

四月二日
から昭
和三
十六年四

月
石
までに生
まれた者

▼高
校卒程度
(事務・
土木・

建築
)・
:学歴を問
わず昭和Ξ

ヤ四年四月二日
から昭和一ニヤ

(年四月一
日までに生まれた

者申込
方
法
お
よ
び
申
込
期
間
　
表
口
の
と
お
り

申込書の配布場所
　いずれも、

都内の各区役所、または特別

区人事委員会事務局任用課

くわしくは、特別区人事委員
会事務局
任用課
(　二六五
-

○六七一
)、または各区役所の

人事柤当課へ
おたずねく
ださ

い。足
立
区
職
員

職種
　保母

応募資格
　三十歳未満
(昭和五

十六年四月一日現在
)で、現

に保母賢格を有する者。また

は、昭和五十六年三月までに

保母資格取得見込みの者

募集人員
　約
(十名

選
考
日
　
九
月
二
十
(
日
(
日
)

申込方法
　人事係に履歴書一
通

を帰参、または郵送してくだ

さい
申
込
期
間
　
七
月
七
日～
九
月
五
日
(
当
日
消
印
有
効
)

問合せ先
　人事係

表( 1) 　申込方法と申込期間

表( 2) 　申込方法と申込期間

自然と緑の
写真コンクール

区では。
"自然と緑の写真

ゴングー
ル
"の作品を次の要

領で募集しています。

応
募
上
の
注
意
　
▽
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
で
、
作
品
は
一
年
以
内
に

区
内
で
撮
影
し
た
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
▽
応
募

作
品
の
点
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
賞
は
一
人
一
点

とし
ます
▽
応募作品は返

却し
ませ
ん
▽入
賞し
た方

には
ネガを旻
出してい
ただ

き、その
作品の使用権は区
に

帰属します。

作品の
規格
　カラープリント
、
2
L
(

キャ
ビネ相当
T四
ツ切

応募期限
　
(月三十一
日

提出先
　区
役所緑化係
、およ
ぴ

区
内写真材料商業協同組合加

盟カメラ
店

賞
　推せん一
点
、特選三
点
、入選

十点
、佳作二十
点
(入賞
者には

賞状
、賞品を差し
あげます
)

問合せ先
　緑化係

昨 年度 の 「入 選 」作 品

ご 覧く ださ い

足立区展
区民の作品

発表の場とし

て
親しまれて

きた足立区展

も
、今年で十

四回目を迎え

ました
。七月

十三日から七

月二十六日ま

で区役所七階

大ホー
ルで開

催します。
展示
期間

▽
洋
画
・
彫
塑
展
…
七
月
十
三
日

↓
九
日
(
平
日
a
午
前
淪
～

午
後
六
時
、
日
曜
日
は
午
前

十
時
?
午
後
四
時
、
土
曜
日
は

正午まで
)

▽
書
道
展
…
七
月
二
十
日
～
二
十

六
日
(
平
日
は
午
前
九
時
?
午

後六時
、日曠日は
午前十時

～午後四時
、土曜日は
午後

三時まで
)

問合せ先
　文化係

掲示
板

東京都公害防止

管理者講習会

期
間
　
七
月
下
旬
～
(
月

受講資格
　都内在住・
在勤で

膺二十歳以上の方
(七月十

三日現在
)

講
習
の
種
類
　
一
・
二
・
三
級
資
格
講
習
、
二
・
三
級
一
般
講
習

受
講
料
二
千
六
百
円
～
三
千
百
円

案
内
書
・
願
書
　
区
役
所
公
害
課
、
公
害
局
指
導
研
修
課
で
六

月十七日から配布

申込受付
　七月十四日・
十六

日・
十七日の三日間
、有楽

町電気ピル十七階で申し込

み受付け

問合せ先
　公害局指導研修課

憲
二
四
-七四一一

統計グラフ募集

応募資格
　都内に居住または

動務して
いる方

作
品
要
領
　
▽
グ
ラ
フ
の
課
題
は
自
由
で
す
▽
紙
質
、
色
彩
、
そ

の
他
の
材
料
は
自
由
で
す
▽
用
紙
の
大
き
さ
一
〇
三
l
χ
七

二
・
(
`
(
B
1
判
仕
上
寸
法
)

応
募
上
の
注
意
　
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
職
業
、

年
齢を明記して
ください

申込期限
　九月六日

申込・
問合せ先
　東京都統計

協会
(〒川千代田区丸の内

三
-五
1一
　二
匸丁
五

二
一
内線二一
七匸
―
)

サマージャンボ
宝くじ発売

一
等賞金三千万
円が百本

当たる大型宝くじ
(一
枚三

百円
)が
、七月中旬から予

約受付
けにより発売されま

す
。申込方法等に
つ
い
て

は
、発売日
前日の新聞紙上

で
発表されます
。

懸賞論文募集

テ
ーマ
　「
弁護士の
使侖
」

弁護士に伺を期待
するか

枚数
　四百宇原稿用
紙三十枚

以内
賞
金
　一
席
=・三十万円「
二席

・・・二
十
万
円
、三
席・・・五
万
円

応
募
期
限
　
(月
三
十一
日

申
込
方
法
　郵
送ま
た
は
持
参で

申
込・
問
合
せ
先
　東
京
弁護
士

会
(甼回千代田区霞ヶ関一

-一
-四
　五
(一
-二二

〇一
)電話相談と

新商品展示会

便利な電話相談
、新商品の

実演展示等を行いま
す
。

日
時
　
七
月
(
日
(
火
)
・
九
日
　

(
水
)
、
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場所
　北千住駅前西ロロ
ータ

問
合
せ
先
　
足
立
一
諾
局
　
(
(
(
―
・
五
〇
〇
〇

おすみですか

特別区民
税の
第一
期分の

納期限
(六月三
十日
)は
す

きましたが
、七月申は
まだ

銀行「
信用
金庫
、儻用
組合
、

農協で
も納められます
。納

税通知一
を必
ずご持参くだ

さい
。

なお
、納税相談は「
お気

軽に納税課へ
どう
ぞ
。

お忘れなく

□固定資産税・
都市計画税

七月は
、固定資現税・
都市

計画税第二期分の納期です
。

お近くの銀行
、信用金庫
、

信用組合
、農協
、郵便局「
都

税事務所でお納めください
。

くわしくは
、足立都税事務

所
(　
(
(二-二二
こへ
。

□
申告所得税

申告所得税第一
期
分は
、七

月三十一
日
(木
)が納期で
す
。

納付
書をお持ちの
うえ
、期限

内
にお願
いします
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
税
務
署
　

(
　
(
(
(
-
六
二
?
)
、
西
新
井
税
務
署
(
　
(
四
〇
-
一
一

一
こ
へ
。

電話番号の変更

足立消防暑と西新井警察署

の一
話番号が変わりました
。

□
足
立
消
防
署

新番号
　
(五二
-〇一一九

□
西
新
井
警
察
署

新番号
　
(五二
-○一一〇

N. H　237, 000


